
  第【 １ 】学年 【数学 】科学習指導計画 
 

月 単元名 小単元・目標 主  な  学  習  活  動 ・ 内  容 評     価     規     準 

 
知識・技能 

 
思考・判断・表現 

 
主体的に学習に取り組む態度 
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５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正 

の 

数 

負 

の 

数 

１節 正の数・負の数 
１ ０より小さい数 ・正の数・負の数の必要性と意味に

ついて，具体的な場面と結びつけ
て理解している。 
・符号や自然数，整数の意味を理解
している。 
・正の数・負の数を数直線上に表し
たり，数直線上に表された数を読
み取ったりすることができる。 

・正の数・負の数が使われている具
体的な場面を見いだし，正の数・
負の数がどのように用いられてい
るのかを考察し表現することがで
きる。 

・正の数・負の数の必要性と意味に
ついて，具体的な場面と結びつけ
て考えようとしている。 

 
２ 正の数・負の数で量を表すこと ・正の数・負の数を用いて，反対の

性質をもつ量や，ある基準を決め
たときの量を表すことができる。 

・正の数・負の数を用いて，反対の
性質をもつ量や，ある基準を決め
たときの量を表すときの方法を考
察し表現することができる。 

・正の数・負の数を用いて，反対の
性質をもつ量や，ある基準を決め
たときの量を表す方法を考えよう
としている。 

 
３ 絶対値と数の大小 ・絶対値，正の数・負の数の大小関

係の意味を理解している。 
・数の大小関係を，不等号を用いて
表すことができる。 
・基準となる数より，ある数だけ大
きい数や小さい数を，数直線を用
いて求めることができる。 

・基準となる数より，ある数だけ大
きい数や小さい数を求める方法を
考察し表現することができる。 

・基準となる数より，ある数だけ大
きい数や小さい数を求める方法を
考えようとしている。 

２節 正の数・負の数

の計算 

１ 正の数・負の数の加法，減法 ・正の数・負の数の加法，減法の方
法を理解している。  
・正の数・負の数の加法，減法の計
算をすることができる。 
・数を正の数・負の数にまで拡張す
ることによって，加法と減法を統
一的にみることができることを理
解している。 
・加法と減法の混じった式を，正の
項や負の項の和として表すことが
できる。 
・加法と減法の混じった式の計算を
することができる。 

・既習の計算をもとにして，正の数
・負の数の加法，減法の方法を見
いだし表現することができる。 
・加法と減法を統一的にみること
で，加法と減法の混じった式を正
の項や負の項の和として捉え表現
することができる。 

・数の範囲を拡張し，正の数・負の
数の加法，減法の意味や計算の方
法を考えようとしている。 

 
２ 正の数・負の数の乗法，除法 ・正の数・負の数の乗法，除法の方

法を理解している。 
・正の数・負の数の乗法，除法の計
算をすることができる。 

・既習の計算をもとにして，正の数
・負の数の乗法，除法の方法を見
いだし，表現することができる。 

・数の範囲を拡張し，正の数・負の
数の乗法，除法の意味や計算の方
法を考えようとしている。 

 
３ いろいろな計算 ・指数の意味を理解している。 

・四則をふくむ式の計算をすること
ができる。 

・正の数と負の数の四則が混じった
計算の方法について考察し表現す
ることができる。 

・正の数と負の数の四則が混じった
計算の方法を考えようとしてい
る。 

 
４ 数の世界のひろがり ・数の集合の意味や数の集合におけ

る四則計算の可能性について理解
している。 
・素数の意味を理解している。 
・１や素数でない自然数を素数の積
として表すことができる。 

・数の集合における四則計算の可能
性を考察し表現することができ
る。 
・自然数を素数の積で表すことによ
り，約数，倍数などの整数の性質
について捉え直すことができる。 

 

・数の集合における四則計算の可能
性を考えようとしている。 
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３節 正の数・負の数

の利用 

１ 正の数・負の数の利用 ・正の数・負の数を用いると，変化
や状況を分かりやすく表したり，
能率的に処理したりできることを
理解している。 
・仮平均を定め，平均を求めるな
ど，正の数・負の数を用いて，具
体的な事象を表したり処理したり
することができる。 

・設定した目標値からの増減を調
べ，目標の達成状況を把握するな
ど，さまざまな事象における変化
や状況を正の数・負の数を活用し
て考察し表現することができる。 

・正の数・負の数について学んだこ
とを生活や学習にいかそうとして
いる。 
・正の数・負の数を活用した問題解
決の過程をふり返って検討しよう
としている。 

 

文 

字 

の 

式 

１節 文字を使った式 
１ 数量を文字で表すこと ・文字を用いることの必要性と意味

を理解している。 
・数量を文字式で表すことができ
る。 

・数量を文字式でどのように表すの
かについて考察し表現することが
できる。 

・文字を用いることの必要性と意味
を考えようとしている。 

 
２ 文字式の表し方 ・文字式における積と商の表し方を

理解している。 
・文字式の積と商を，その表し方に
従って表すことができる。 
・abやa＋bなどの表現は，操作の方
法を表しているとともに，操作の
結果も表していることを理解して
いる。 
・数量を文字式に表したり，文字式
から数量を読み取ったりすること
ができる。 

・数量を文字式でどのように表すの
かや，式が何を意味しているのか
について考察し表現することがで
きる。  

・数量を文字式に表したり，文字式
から数量を読み取ったりしようと
している。 

 
３ 式の値 ・文字式に正の数や負の数を代入し

て，式の値を求めることができ
る。 

・文字式に正の数や負の数を代入し
て，式の値を求めることの意味
を，具体的な場面と関連づけて考
察し表現することができる。 

・文字式に正の数や負の数を代入し
て，式の値を求めようとしてい
る。 

２節 文字式の計算 
１ 文字式の加法，減法 ・項や係数の意味を理解している。 

・簡単な一次式の加法と減法の計算
をすることができる。 

・一次式の加法と減法の計算の方法
を，具体的な数の計算や日常生活
の場面と関連づけて考察し表現す
ることができる。 

・一次式の加法と減法の計算の方法
を考えたり，計算したりしようと
している。 

 
２ 文字式と数の乗法，除法 ・一次式と数の乗法，除法の計算を

することができる。 
・既に学習した乗法の交換法則など
と関連づけて，一次式と数の乗
法，除法の計算の方法を考察し表
現することができる。 

・一次式と数の乗法，除法の計算の
方法を考えたり，計算したりしよ
うとしている。 

 
３ 関係を表す式 ・等号は計算の過程を表す記号とし

てだけではなく，相等関係を表す
記号としても用いられることを理
解している。 
・数量の関係や法則などを等式や不
等式で表すことができる。 
・等式や不等式の意味を読み取るこ
とができる。 

・数量の関係を文字式でどのように
表すのかや，式が何を意味してい
るのかについて考察し表現するこ
とができる。 

・文字式について学んだことを生活
や学習にいかそうとしている。 

 

 

方 

程 

式 

１節 方程式 
１ 方程式とその解 ・方程式の必要性と意味，方程式の

中の文字や解の意味を理解してい
る。 
・方程式の中の文字に数を代入し
て，その数が解であるかどうかを
確かめることができる。 
・等式の性質を理解している。 
・等式の性質を使って，簡単な方程
式を解くことができる。 
・方程式を解く方法は，１つの等式
をより簡略で同値な関係にある他
の等式に変形していくことである
ことを理解している。 

・等式の性質を見いだすことができ
る。 
・等式の性質をもとにして，方程式
を解く方法を考察し表現すること
ができる。 

・方程式の必要性と意味を考えよう
としている。 



 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１

０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２ 方程式の解き方 ・移項の意味を理解している。 

・方程式を解く手順を理解してい
る。 
・簡単な方程式を解くことができ
る。 

・数や文字式の計算と方程式を解く
方法の違いについて考察し表現す
ることができる。 
・等式の性質をもとにして，移項し
て方程式を解く方法を考察し表現
することができる。 

・等式の性質と移項及びその関係に
ついて考えようとしている。 

 
３ 比と比例式 ・比の値，比例式の意味を理解して

いる。 
・簡単な比例式を解くことができ
る。 

・既習の方程式と関連づけて，比例
式を解く方法を考察し表現するこ
とができる。 

・比例式を解く方法を考えたり，解
いたりしようとしている。 

２節 方程式の利用 
１ 方程式の利用 ・方程式を活用して問題を解決する

方法について理解している。 
・事象の中の数量やその関係に着目
して方程式をつくり，その方程式
を解くことができる。 

・方程式を具体的な場面で活用する
ことができる。 
・求めた解や解決の方法をふり返っ
て，それらが適切であるかどうか
を考察し表現することができる。 

・方程式について学んだことを生活
や学習にいかそうとしている。 
・方程式を活用した問題解決の過程
をふり返って検討しようとしてい
る。 

 

 
２ 比例式の利用 ・事象の中の数量やその関係に着目

して比例式をつくり，その比例式
を解くことができる。 

・比例式を具体的な場面で活用する
ことができる。 

・比例式について学んだことを生活
や学習にいかそうとしている。 

 
３ 方程式とその解    

 

変 

化 

と 

対 

応 

 

 

１節 関数 
１ 関数 ・関数関係の意味を理解している。 

・関数関係を，表やグラフ，式で表
すことができる。 
・変数と変域の意味を理解してい
る。 

・具体的な事象の中にある２つの数
量の関係を表した表やグラフなど
をもとにして，変化や対応の様子
を捉え表現することができる。 

・関数関係を表やグラフなどで表し
たり，変化や対応の様子を捉えた
りしようとしている。 

２節 比例 
１ 比例の式 ・比例の意味を理解している。 

・比例の関係を，表や式に表すこと
ができる。 
・比例の変化や対応の特徴を理解し
ている。 

・具体的な事象の中にある２つの数
量の関係を，変化や対応の様子に
着目して調べ，比例の関係として
捉えられる２つの数量を見いだす
ことができる。 
・変数や定数が負の数の場合につい
て，比例の変化や対応の特徴を考
察し表現することができる。 

・具体的な事象の中から比例の関係
として捉えられる２つの数量を見
いだしたり，その関係を式で表し
たりしようとしている。 
・変数や定数が負の数の場合につい
て，比例の変化や対応の特徴を考
えようとしている。 

 
２ 座標 ・座標の意味を理解している。 

・座標をもとにして平面上に点をと
ったり，平面上の点を座標を用い
て表したりすることができる。 

・小学校で学習した座標を，負の数
まで拡張して考えることができ
る。 

・座標をもとにして平面上に点をと
ったり，平面上の点を座標を用い
て表したりしようとしている。 

 
３ 比例のグラフ ・比例をグラフで表すことができ

る。 
・比例のグラフの特徴を理解してい
る。 

・変数や定数が負の数の場合につい
て，比例のグラフの特徴を考察し
表現することができる。 

・変数や定数が負の数の場合につい
て，比例のグラフの特徴を捉えよ
うとしている。 

３節 反比例 
１ 反比例の式 ・反比例の意味を理解している。 

・反比例の関係を，表や式に表すこ
とができる。 
・反比例の変化や対応の特徴を理解
している。 

・具体的な事象の中にある２つの数
量の関係を，変化や対応の様子に
着目して調べ，反比例の関係とし
て捉えられる２つの数量を見いだ
すことができる。 
・変数や定数が負の数の場合につい
て，反比例の変化や対応の特徴を
考察し表現することができる。 

・具体的な事象の中から反比例の関
係として捉えられる２つの数量を
見いだしたり，その関係を式で表
したりしようとしている。 
・変数や定数が負の数の場合につい
て，反比例の変化や対応の特徴を
考えようとしている。 

 
２ 反比例のグラフ ・反比例をグラフで表すことができ

る。 
・反比例のグラフの特徴を理解して
いる。 

・変数や定数が負の数の場合につい
て，反比例のグラフの特徴を考察
し表現することができる。 

・変数や定数が負の数の場合につい
て，反比例のグラフの特徴を捉え
ようとしている。 

４節 比例・反比例の
１ 比例，反比例の利用 ・具体的な事象の中には，比例，反

比例とみなすことで変化や対応の
様子について調べたり，予測した

・具体的な事象から取り出した２つ
の数量の関係が比例，反比例であ
るかどうかを判断し，その変化や

・比例，反比例について学んだこと
を生活や学習にいかそうとしてい
る。 
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１

２ 

 

利用 
りできるようになるものがあるこ
とを理解している。 
・比例，反比例を活用して問題を解
決する方法について理解してい
る。 

対応の特徴を捉え表現することが
できる。 

・比例，反比例を活用した問題解決
の過程をふり返って検討しようと
している。 

 

平 

面 

図 

形 

１節 直線と図形 
１ 直線と図形 ・//，⊥の記号を用いて，平面にお

ける２直線の位置関係を表すこと
ができる。 
・点と直線や２直線間の距離の意味
を理解している。 
・∠，△の記号を用いて，角や三角
形を表すことができる。 

・平面における２直線の位置関係を
見いだし，表現することができ
る。 

・//，⊥，∠，△などの記号を用い
ることの必要性と意味について考
えようとしている。 

 
 

２節 移動と作図 
１ 図形の移動 ・平行移動，対称移動及び回転移動

の意味を理解している。 
・図形を移動したり，移動した図形
をかいたりする方法を理解してい
る。 
・図形を平行移動したり，対称移動
したり，回転移動したりすること
ができる。 

・移動前と移動後の２つの図形の関
係に着目して，図形の性質や関係
を見いだすことができる。 
・移動前と移動後の２つの図形の関
係に着目して，どのような移動を
したのかについて考察し表現する
ことができる。 

・平行移動，対称移動及び回転移動
の意味を考えたり，移動の前後の
２つの図形の性質や関係について
考えたりしようとしている。 

 
２ 基本の作図 ・作図の意味を理解している。 

・線分の垂直二等分線，角の二等分
線，垂線などの基本的な作図の方
法について理解している。 
・定規やコンパスを，作図の道具と
して正しく使うことができる。 
・線分の垂直二等分線，角の二等分
線，垂線などの基本的な作図がで
きる。 

・図形の対称性や図形を決定する要
素に着目して，線分の垂直二等分
線などの基本的な作図の方法を考
察し表現することができる。 
・図形の対称性や図形を決定する要
素に着目して，線分の垂直二等分
線，角の二等分線，垂線の作図を
統合的に捉えることができる。 

・線分の垂直二等分線などの基本的
な作図の方法を考えたり，作図し
ようとしたりしている。 

 
３ 図形の移動と基本の作図の利用 ・具体的な場面で，図形の移動と基

本的な作図ができる。 
・図形の移動と基本的な作図を関連
づけて，具体的な場面で活用する
ことができる。 
・基本的な作図を用いて，30°や45
°などの角を作図する方法を考察
し表現することができる。 

・基本的な作図や図形の移動につい
て学んだことを生活や学習にいか
そうとしている。 
・基本的な作図や図形の移動を活用
した問題解決の過程をふり返って
検討しようとしている。 

３節 円とおうぎ形 
１ 円とおうぎ形の性質 ・弧や弦の意味，円の半径と接線と

の関係，おうぎ形や中心角の意味
を理解している。 
・円の接線を作図することができ
る。 
・合同な２つのおうぎ形の性質につ
いて理解している。 

・円の接線の性質をもとにして，円
の接線を作図する方法を考察し表
現することができる。 

・円の半径と接線との関係，合同な
２つのおうぎ形の性質について考
えようとしている。 

 
２ 円とおうぎ形の計量 ・πの意味を理解している。 

・おうぎ形の弧の長さと面積の求め
方を理解している。 
・おうぎ形の弧の長さと面積を求め
ることができる。 

・おうぎ形の弧の長さや面積，中心
角の求め方について考察し表現す
ることができる。 
・おうぎ形の中心角と，弧の長さや
面積との関係を見いだすことがで
きる。 

・おうぎ形の弧の長さや面積，中心
角の求め方について考えようとし
ている。 

 

空 

間 

図 

１節 立体と空間図形 
１ いろいろな立体 ・角錐，円錐や多面体の意味を理解

している。 
・見取図，展開図，投影図の意味を
理解している。 
・見取図，展開図，投影図から，ど
のような立体を表しているのかを
読み取ることができる。 

・形や構成する面に着目して，立体
の特徴を考察し表現することがで
きる。 
・見取図，展開図，投影図を用い
て，立体の性質を見いだすことが
できる。 
・立体の性質を見取図，展開図，投
影図を関連づけて，それらの特徴
について考察し表現することがで
きる。 

・立体を見取図，展開図，投影図を
用いて表したり，読み取ったりし
ようとしている。 
・立体の性質を見取図，展開図，投
影図を関連づけて，それら特徴に
ついて考えようとしている。 
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形  
２ 空間内の平面と直線 ・空間における直線や平面の位置関

係を理解している。 
・空間における直線と直線，直線と
平面，平面と平面の位置関係には
どのような場合があるのかについ
て考察し表現することができる。 
・空間における直線と直線，直線と
平面，平面と平面の位置関係につ
いて，平行や垂直であるかどうか
を確かめ表現することができる。 

・空間における直線や平面の位置関
係について学んだことを生活や学
習にいかそうとしている。 

 
３ 立体の構成 ・平面図形や線分の運動によって，

どのような立体が構成されるのか
を理解している。 
・回転体の意味を理解している。 

・柱体，錐体，球などの立体を，平
面図形や線分の運動によって構成
されていると捉えることができ
る。 

・平面図形や線分の運動によって構
成される立体について考えようと
している。 

２節 立体の体積と表

面積 

１ 立体の体積 ・柱体，錐体，球の体積の求め方を
理解している。 
・柱体，錐体，球の体積を求めるこ
とができる。 

・実験による測定などをもとにし
て，柱体，錐体，球の体積の求め
方について考察し表現することが
できる。 

 

・柱体，錐体，球の体積の求め方に
ついて考えようとしている。 

 
２ 立体の表面積 ・柱体，錐体，球の表面積の求め方

を理解している。 
・柱体，錐体，球の表面積を求める
ことができる。 

・実験による測定などをもとにし
て，柱体，錐体，球の表面積の求
め方について考察し表現すること
ができる。 

・柱体，錐体，球の表面積の求め方
について考えようとしている。 

 

デ 

１ 

タ 

の 

活 

用 

 

１節 ヒストグラムと

相対度数 

１ データを活用して，問題を解決
しよう 

・ヒストグラムや相対度数，範囲，
累積度数などの必要性と意味を理
解している。 
・コンピュータなどの情報手段を用
いるなどしてデータを表やヒスト
グラムなどに整理することができ
る。 
・データを相対度数や累積相対度数
を用いて整理することができる。 
・ヒストグラムや代表値，相対度数
などを用いて，問題を解決する方
法について理解している。 

・目的に応じてデータを収集する方
法や，それらを分類・整理した
り，分析したりする方法について
考察し表現することができる。 
・ヒストグラムなどをもとにして，
データの分布の特徴や傾向を読み
取り，批判的に考察し判断するこ
とができる。 
・相対度数や累積相対度数をもとに
して，データの分布の特徴や傾向
を読み取り，批判的に考察し判断
することができる。 

・ヒストグラムや相対度数，範囲，
累積度数などの必要性と意味を考
えようとしている。 
・データの活用の仕方について学ん
だことを生活や学習にいかそうと
している。 
・ヒストグラムや相対度数などを活
用した問題解決の過程をふり返っ
て検討しようとしたり，多面的に
捉え考えようとしたりしている。 

 
２ 整理されたデータから読みとろ
う 

・代表値だけではデータの分布のよ
うすを表せないことがあることを
理解している。 
・度数分布表から平均値を求めるこ
とができる。 

・整理されたデータを批判的に考察
し判断することができる。 

・整理されたデータの分布の傾向を
読み取ろうとしたり，見いだした
結論や過程を批判的に考察したり
しようとしている。 

２節 データにもとづ

く確率 

１ 相対度数と確率 ・多数の観察や多数回の試行によっ
て得られる確率の必要性と意味を
理解している。 

 
・多数回の試行の結果から，相対度
数を計算し確率を求めることがで
きる。 

・多数の観察や多数回の試行の結果
をもとにして，不確定な事象の起
こりやすさの傾向を読み取り表現
することができる。 

・多数の観察や多数回の試行によっ
て得られる確率の必要性と意味を
考えようとしている。 
・多数の観察や多数回の試行によっ
て得られる確率を生活や学習にい
かそうとしている。 
・多数の観察や多数回の試行によっ
て得られる確率を活用した問題解
決の過程をふり返って検討しよう
としている。 
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知識・技能 

 
思考・判断・表現 
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式 

の 

計 

算 

１ 式の加法，減法 同類項をまとめる 
一次式の加法と減法 

・単項式や多項式，次数や同類項の
意味を理解している。 
・簡単な多項式の加法と減法の計算
をすることができる。 

・多項式の加法，減法の計算の方法
を，１年で学習した文字式の計算
と関連づけて考察し表現すること
ができる。 

・多項式の加法，減法の計算の方法
を，１年で学習した文字式の計算
と関連づけて考えたり，それらの
計算をしたりしようとしている。 

２ いろいろな多項式
の計算 

多項式と数の乗除 ・多項式と数の乗法，除法の計算を
することができる。 
・文字が２つ以上ある式について，
式の値を求めることができる。 

 

・多項式と数の乗法，除法の計算の
方法を，１年で学習した文字式の
計算と関連づけて考察し表現する
ことができる。 
・文字が２つ以上ある式について，
式の値を求める方法を考察し表現
することができる。 

・多項式と数の乗法，除法の計算の
方法を，１年で学習した文字式の
計算と関連づけて考えたり，それ
らの計算をしたりしようとしてい
る。 
・文字が２つ以上ある式について，
式の値を求める方法を考えたり，
それらの計算をしたりしようとし
ている。 

３ 単項式の乗法，除
法 

単項式の乗除 ・単項式の乗法と除法の計算をする
ことができる。 

 

・単項式の乗法，除法の計算の方法
を，１年で学習した文字式の計算
と関連づけて考察し表現すること
ができる。 

・単項式の乗法・除法の計算の方法
を，１年で学習した文字式の計算
と関連づけて考えたり，それらの
計算をしたりしようとしている。 

１ 文字式の利用 文字式の利用 ・数量及び数量の関係を帰納や類推
によって捉え，それを文字式を使
って一般的に説明することの必要
性と意味を理解している。 
・目的に応じて等式を変形すること
ができる。 

・数の性質などが成り立つことを，
数量及び数量の関係を捉え，文字
式を使って説明することができ
る。 

 

・文字式を使って一般的に説明する
ことの必要性と意味を考えようと
している。 
・文字を用いた式について学んだこ
とを生活や学習にいかそうとして
いる。 
・文字を用いた式を活用した問題解
決の過程をふり返って評価・改善
しようとしている。 

 

連 

立 

方 

程 

式 

１ 連立方程式とその
解 

連立方程式とその解 ・二元一次方程式とその解の意味を
理解している。 
・連立方程式の必要性と意味，その
解の意味を理解している。 
・２つの二元一次方程式の中の文字
に数を代入して，その数が連立方
程式の解であるかどうかを確かめ
ることができる。 

・２つの二元一次方程式を成り立た
せる文字の値の組を求める方法を
考察し表現することができる。 

 

・連立方程式の必要性と意味を考え
ようとしている。  

  

２ 連立方程式の解き
方 

加減法・代入法 ・連立方程式を加減法を用いて解く
ことができる。 
・連立方程式を代入法を用いて解く
ことができる。 
・係数が整数でない場合などの連立
方程式を解くことができる。 
・A＝B＝Cの形の方程式を解くことが
できる。 

・一元一次方程式と関連づけて，連
立方程式を解く方法を考察し表現
することができる。 

 

・加減法や代入法による連立方程式
の解き方を考えようとしている。 

  

１ 連立方程式の利用 連立方程式の利用 ・連立方程式を活用して問題を解決
する方法について理解している。 

・連立方程式を具体的な場面で活用
することができる。 

・連立方程式について学んだことを
生活や学習にいかそうとしてい
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０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事象の中の数量やその関係に着目
して連立方程式をつくり，その連
立方程式を解くことができる。 

・求めた解や解決の方法をふり返っ
て，それらが適切であるかどうか
を考察し表現することができる。 

る。 
・連立方程式を活用した問題解決の
過程をふり返って評価・改善しよ
うとしている。 

 

一 

次 

関 

数 

１ 一次関数 一次関数 ・一次関数の意味を理解している。 
・一次関数の関係を式に表すことが
できる。 
・一次関数の関係を表す式に数を代
入し，対応する値を求めることが
できる。 

・具体的な事象の中にある２つの数
量の関係を，変化や対応の様子に
着目して調べ，一次関数として捉
えられる２つの数量を見いだすこ
とができる。 

・具体的な事象の中から一次関数と
して捉えられる２つの数量を見い
だしたり，その関係を式で表した
りしようとしている。 

２ 一次関数の値の変
化 

一次関数の値の変化 ・変化の割合の意味を理解してい
る。 
・一次関数の変化の割合の特徴を理
解している。 
・一次関数の変化の割合を求めるこ
とができる 

・一次関数の変化の割合の特徴を，
反比例と比較して見いだすことが
できる。 

・一次関数の変化の割合の特徴を，
反比例と比較して見いだそうとし
ている。 

 

３ 一次関数のグラフ 一次関数のグラフ ・一次関数のグラフの特徴を理解し
ている。 
・一次関数のグラフの切片や傾きの
意味を理解している。 
・一次関数の関係をグラフに表すこ
とができる。 
・一次関数について，xの変域に制限
があるときのyの変域を求めること
ができる。 

・一次関数のグラフの特徴を，表や
式，変化の割合と関連づけて考察
し表現することができる。 
・一次関数について，xの変域に制限
があるときのyの変域を求める方法
を，グラフと関連づけて考察し表
現することができる。 

・一次関数のグラフの特徴を，表や
式，変化の割合と関連づけて考え
ようとしている。 
・一次関数について，xの変域に制限
があるときのyの変域を求める方法
を，グラフと関連づけて考えよう
としている。 

４ 一次関数の式を求
めること 

一次関数の式を求めること ・一次関数の式を，与えられた条件
から求めることができる。 
 

・一次関数の特徴に着目して，与え
られた条件から式を求める方法を考
察し表現することができる。 

・一次関数の式を与えられた条件か
ら求める方法を，表，式，グラフを
相互に関連づけるなどして考えよう
としている。 

１ 方程式とグラフ ax＋by＋c＝0のグラフ ・b≠0のとき，二元一次方程式ax＋
by＋c＝0は，xとy の間の関数関係
を表す式とみることができること
を理解している。 
・二元一次方程式の解を座標とみ
て，座標平面上に表すことができ
る。 
・a＝0またはb＝0のときの二元一次
方程式ax＋by＋c＝0のグラフの特
徴について理解している。 

・二元一次方程式を関数関係を表す
式とみることで，二元一次方程式
の解と一次関数のグラフの関係を
考察し表現することができる。 

・二元一次方程式の解と一次関数の
グラフの関係について考えようと
している。 

２ 連立方程式とグラ
フ 

連立方程式の解とグラフ ・連立方程式の解は座標平面上の２
直線の交点の座標であることを理
解している。 
・座標平面上の２直線の交点の座標
を連立二元一次方程式を解いて求
めたり，連立方程式の解を２直線
の交点の座標から求めたりするこ
とができる。 

・連立二元一次方程式の解の意味に
ついて，一次関数と二元一次方程
式のグラフとの関係を考察し表現
することができる。 

・連立二元一次方程式の解の意味に
ついて，一次関数と二元一次方程
式のグラフとの関係から考えよう
としている。 

 

１ 一次関数の利用 一次関数の利用 ・一次関数を活用して問題を解決す
る方法について理解している。 
・一次関数の関係を表，式，グラフ
を用いて表し，問題を処理するこ

・具体的な事象の中から取り出した
２つの数量の関係を，理想化した
り単純化したりして一次関数とみ
なし，変化や対応の様子を調べた

・一次関数について学んだことを生
活や学習にいかそうとしている。 
・一次関数を活用した問題解決の過
程をふり返って評価・改善しよう
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とができる。 り，予測したりすることができ
る。 

としている。 

 

 

 

図 

形 

の 

調 

べ 

方 

１ 角と平行線 対頂角・同位角・錯角 ・対頂角，同位角，錯角の意味を理
解している。 
・平行線の性質，平行線になるため
の条件を理解している。 
・対頂角や平行線の性質を用いて，
角の大きさを求めたり，直線の位
置関係などを表したりすることが
できる。 

・対頂角や平行線の性質を見いだ
し，根拠を明らかにして説明する
ことができる。 

・平行線や角の性質を帰納的に確か
めて演繹的に導いたり，それを用
いて角の大きさを求めたり，直線
の位置関係を表したりしようとし
ている。 

２ 多角形の角 多角形の内角・外角の和 ・「三角形の内角の和は180°であ
る」ことなどを，帰納的な方法で
示すことでは，その性質が常に成
り立つことを示しているとはいえ
ないことを理解している。 
・三角形の内角・外角の意味及びそ
の性質について理解している。 
・鋭角，鈍角，鋭角三角形，鈍角三
角形の意味を理解している。  
・多角形の内角の和と外角の和の意
味を理解している。 
・多角形の内角の和や外角の和など
を求めることができる。 

・「三角形の内角の和は180°であ
る」ことなどを，平行線の性質な
どをもとにして確かめ説明するこ
とができる。 
・多角形の内角の和や外角の和など
を予想し，それが正しいことを考
察し表現することができる。 

 
 

・多角形の内角の和や外角の和につ
いての性質を見いだそうとしてい
る。 

 

３ 三角形の合同 三角形の合同条件 ・合同な図形の性質や，三角形の合
同条件の意味を理解している。 
・合同な２つの三角形の辺や角の関
係などを記号を用いて表したり，
その意味を読み取ったりすること
ができる。 

・三角形の決定条件をもとにして，
三角形の合同条件を見いだすこと
ができる。 
・三角形の合同条件を用いて，２つ
の三角形が合同であるかどうかを
考察し表現することができる。 

・三角形の合同条件を用いて，２つ
の三角形が合同であるかどうかを
考えようとしている。 

１ 証明とそのしくみ 仮定と結論 ・命題の仮定と結論の意味を理解し
ている。 
・命題の仮定や結論などを記号を用
いて表したり，その意味を読み取
ったりすることができる。 
・図形の性質などを証明することの
必要性と意味を理解している。 

・図形の性質などを証明することの
必要性と意味を考えることができ
る。 
・図形の性質などを証明するときの
すじ道を考えることができる。 

 

・図形の性質などを証明することの
必要性と意味を考えようとしてい
る。 

２ 証明の進め方 三角形の合同条件と証明 ・証明の進め方について理解してい
る。 

・図形の性質を証明するために，見
通しを立てて証明をかくことがで
きる。 

・図形の性質を証明するために，見
通しを立てて証明をかこうとして
いる。 

 

図 

形 

の 

性 

１ 二等辺三角形 
 

二等辺三角形 ・二等辺三角形の性質を理解してい
る。 
・定義，定理の意味を理解してい
る。 
・二等辺三角形の性質を記号を用い
て表したり，その意味を読み取っ
たりすることができる。 
・逆，反例の意味を理解している。 

・三角形の合同条件などをもとにし
て，二等辺三角形の性質を論理的
に確かめ証明することができる。 
・命題が正しくないことを証明する
ために，反例をあげることができ
る。 

・二等辺三角形の性質を見いだした
り，証明したりしようとしてい
る。 

２ 直角三角形の合同 直角三角形の合同条件 ・直角三角形の合同条件の必要性と
意味を理解している。 

・三角形の合同条件をもとにして，
直角三角形の合同条件を見いだす
ことができる。 
・直角三角形の合同条件をもとにし

・直角三角形の合同条件を見いだし
たり，それを用いて図形の性質を
証明したりしようとしている。 
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３ 

質 

と 

証 

明 

て，図形の性質を証明することが
できる。 

１ 平行四辺形の性質 平行四辺形の性質 ・平行四辺形の性質を理解してい
る。 
・平行四辺形の性質を記号を用いて
表したり，その意味を読み取った
りすることができる。 

・三角形の合同条件などをもとにし
て，平行四辺形の性質を論理的に
確かめ証明することができる。 

・平行四辺形の性質について調べ，
証明しようとしている。 

２ 平行四辺形になる
ための条件 

平行四辺形になるための条件と証明 ・平行四辺形になるための条件を理
解している。 
・平行四辺形になるための条件を記
号を用いて表したり，その意味を読
み取ったりすることができる。 

・三角形の合同条件などをもとにし
て，平行四辺形になるための条件を
論理的に確かめ証明することができ
る。 
・平行四辺形になるための条件など
をもとにして，図形の性質を証明す
ることができる。 

・平行四辺形になるための条件につ
いて調べ，証明しようとしている。 

３ いろいろな四角形 長方形・ひし形・正方形 ・長方形，ひし形，正方形，平行四
辺形の関係などを理解している。 

 
 

・長方形，ひし形，正方形，平行四
辺形の関係を論理的に考察し整理
することができる。 

・長方形，ひし形，正方形，平行四
辺形の関係などについて考えよう
としている。 

４ 平行線と面積 等積変形 ・平行線と面積の関係を理解してい
る。 
・平行線と面積の関係をもとに，１
つの図形を面積の等しい別の図形
に変形することができる。 

・平行線と面積の関係に着目して，
１つの図形を面積の等しい別の図
形に変形する方法を考察し表現す
ることができる。 

・平行線と面積の関係に着目して，
１つの図形を面積の等しい別の図
形に変形する方法を考えようとし
ている。 

５ 四角形の性質の利
用 

四角形の性質の利用 ・日常生活で四角形の性質を利用し
ている場面を理解している。 

 

・四角形の性質を具体的な場面で活
用することができる。 
・四角形の性質を活用した問題解決
で得られた結果を，意味づけるこ
とができる。 

・四角形の性質について学んだこと
を生活や学習にいかそうとしてい
る。 
・四角形の性質を活用した問題解決
の過程をふり返って評価・改善し
ようとしている。 

 

場 

合 

の 

数 

と 

確 

率 

１ 確率の求め方 確率の求め方 ・多数回の試行によって得られる確
率と関連づけて，場合の数をもと
にして得られる確率の必要性と意
味を理解している。 

・多数回の試行によって得られる確
率と，場合の数をもとにして得ら
れる確率を比較し，その関係につ
いて考察し表現することができ
る。 
・同様に確からしいことに着目し，
場合の数をもとにして得られる確
率の求め方について考察し表現す
ることができる。 

・場合の数をもとにして得られる確
率の必要性と意味を考えようとし
ている。 

 

２ いろいろな確率 いろいろな確率 ・樹形図や二次元の表などを利用し
て，起こり得るすべての場合を求
め，同様に確からしいことをもと
にして，いろいろな場合について
確率を求めることができる。 

・起こりうるすべての場合を，樹形
図や二次元の表などを用いて考察
し表現することができる。 

・同様に確からしいことに着目し，
場合の数をもとにして得られる確
率の求め方について考えたり，い
ろいろな場合について確率を求め
たりしようとしている。 

３ 確率の利用 確率の利用 ・具体的な場面で，確率を活用して
問題を解決する方法について理解
している。 
・問題を解決するために，起こり得
るすべての場合を求めたり，確率
を求めたりすることができる。 

・確率を用いて不確定な事象を捉え
考察し表現することができる。 

・確率について学んだことを生活や
学習にいかそうとしている。 
・確率を活用した問題解決の過程を
ふり返って評価・改善しようとし
ている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

箱ひ 

げ図 

とデ 

ータ 

の活 

用 

１ 箱ひげ図 箱ひげ図・四分位範囲 ・箱ひげ図や四分位範囲の必要性と
意味を理解している。 
・箱ひげ図をかいたり，四分位範囲
を求めたりすることができる。 

・箱ひげ図や四分位範囲を用いてデ
ータの分布の特徴や傾向を比較し
て読み取り，表現することができ
る。  

・箱ひげ図や四分位範囲の必要性と
意味を考えようとしている。 
・箱ひげ図や四分位範囲を用いてデ
ータの分布の特徴や傾向を比較し
て読み取り，表現しようとしてい
る。 

２ データを活用し
て，問題を解決しよう 

箱ひげ図・四分位範囲の利用 ・箱ひげ図や四分位範囲などを活用
して，問題を解決する方法について
理解している。 

・箱ひげ図や四分位範囲を用いてデ
ータの分布の特徴や傾向を比較して
読み取り，見いだした結論や過程を
批判的に考察し判断することができ
る。 

・箱ひげ図や四分位範囲について学
んだことを生活や学習にいかそうと
している。 
・箱ひげ図や四分位範囲を用いた問
題解決の過程をふり返って評価・改
善しようとしたり，多様な考えを認
め，よりよく問題解決しようとした
りしている。  

 

  



第【 ３ 】学年 【数学】科学習指導計画 

 

月 単元名 小単元・目標 主  な  学  習  活  動 ・ 内  容 評     価     規     準 

 
知識・技能 

 
思考・判断・表現 

 
主体的に学習に取り組む態度 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

式 

の 

展 

開 

と 

因 

数 

分 

解 

1節 式の展開と因数分
解 

式の乗法，除法 ・多項式と単項式の乗法，除法の計
算をすることができる。 
・展開の意味を理解している。 
・多項式どうしの乗法の計算をする
ことができる。 

・既に学習した計算の方法と関連づ
けて，多項式と単項式の乗法，除
法の計算の方法を考察し表現する
ことができる。 
・式を１つの文字に置き換えたり，
分配法則などを用いたりするな
ど，既に学習した計算の方法と関
連づけて，多項式どうしの乗法の
計算をする方法を考察し表現する
ことができる。 

・多項式と単項式の乗法，除法の計
算の方法を考えたり，それらの計
算をしたりしようとしている。 
・多項式どうしの乗法の方法を考え
たり，それらの計算をしたりしよ
うとしている。 

 乗法の公式 ・乗法の公式を用いて式の展開をす
ることができる。 

・(a＋b)(c＋d)の展開をもとにし
て，乗法の公式を見いだすことが
できる。 

・(a＋b)(c＋d)の展開をもとにし
て，乗法の公式を見いだそうとし
ている。 

 因数分解 ・因数及び因数分解の意味を理解し
ている。 
・共通因数をくくり出して因数分解
することができる。 
・乗法の公式を用いて因数分解する
ことができる。 

・既に学習した乗法の公式と関連づ
けて，式を因数分解する方法を考
察し表現することができる。 

・式の因数分解の方法を考えようと
している。 

 

2節 式の計算の利用 
式の計算の利用 ・数量及び数量の関係を帰納や類推

によって捉え，それを文字式を使
って一般的に説明することの必要
性と意味を理解している。 
・乗法の公式や因数分解の公式を活
用し，目的に応じて式を変形する
ことができる。 
・乗法の公式や因数分解の公式を活
用し，数や式の値の計算をするこ
とができる。 

・数や図形の性質などが成り立つこ
とを，数量及び数量の関係を捉
え，文字式で説明することができ
る。 
・説明に用いた式の変形等をふり返
り，数や図形についての新たな性
質などを読み取り表現することが
できる。 
・乗法の公式や因数分解の公式を活
用して，能率よく数や式の値の計
算をする方法を考察し表現するこ
とができる。 

・文字式を使うことの必要性と意味
を考えようとしている。 
・文字式について学んだことを生活
や学習にいかそうとしている。 
・文字式を活用した問題解決の過程
をふり返って評価・改善しようと
している。 

平 

方 

根 

1節 平方根 平方根 ・数の平方根の必要性と意味を理解
している。 
・平方根の大小関係を不等号を用い
て表すことができる。 

・面積が2cm2である正方形の1辺の長
さなどが，どのような数で表され
るのかを考察し表現することがで
きる。 

・数の平方根の必要性と意味を考え
ようとしている。 

  平方根の値 ・平方根のおよその値を求めること
ができる。 

・平方根のおよその値を求める方法
を考察し表現することができる。 

 

・平方根のおよその値を求める方法
を考えようとしている。 

   有理数と無理数 ・有理数と無理数の意味を理解して
いる。 

・有理数と無理数の違いを，既習の
数と関連づけて見いだすことがで
きる。 

・有理数と無理数の違いを，既習の
数と関連づけて見いだそうとして
いる。 

   真の値と近似値 ・近似値や誤差，有効数字の意味を
理解している。 
・有効数字をはっきりさせるため
に，ある数をa×10nの形に表すこ
とを理解している。 

・具体的な場面で，真の値と近似値
の関係を考えることができる。 

・真の値と近似値の関係を考えよう
としている。 

2節 根号をふくむ式の計
算 

根号をふくむ式の乗法，除法  ・根号を含む式の乗法，除法の計算
の方法を理解している。 
・根号を含む式の乗法，除法の計算

・既に学習した計算の方法と関連づ
けて，根号を含む式の乗法，除法
の計算の方法を考察し表現するこ

・根号を含む式の乗法，除法の計算
の方法を考えようとしている。 
・√の中を簡単な数にしたり，分母



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

をすることができる。 
・a√𝑏を√𝑐の形に変形したり，√の
中を簡単な数にしたりすることが
できる。 
・分母を有理化することができる。 
・√を含む式や数の近似値を，√の
中を簡単な数にしたり，分母を有
理化したりして求めることができ
る。 

とができる。 
・√𝑎 × √𝑏＝√𝑎 × 𝑏 や 

√𝑎

√𝑏
＝√

𝑎

𝑏
 

(a＞0，b＞0)が成り立つことを確
かめ表現することができる。 
・√の中を簡単な数にする方法や分
母を有理化する方法を考察し表現
することができる。 

を有理化したりする方法を考えよ
うとしている。 
・√を含む式や数の近似値を求める
方法を考えようとしている。 

 根号をふくむ式の計算 ・根号を含む式の和と差や，根号を
含む式の積や商の計算の方法を理
解している。 
・根号を含む式の和と差や，根号を
含む式の積や商の計算をすること
ができる。 
・√2＋1 や √2＋√3などは，これ以
上簡単には表せない数であり，そ
れぞれ１つの無理数を表している
ことを理解している。 

・√𝑎＋√𝑏＝√𝑎＋𝑏 が成り立たない
ことを示すために，反例をあげる
ことができる。 
・既に学習した計算の方法と関連づ
けて，根号を含む式の計算の方法
を考察し表現することができる。 

・根号を含む式の和と差や，根号を
含む式の積や商の計算の方法を考
えようとしている。 

3節 平方根の利用 平方根の利用 ・具体的な場面で数の平方根を用い
て表し，問題を処理することがで
きる。 

・平方根を具体的な場面で活用する
ことができる。 

・平方根について学んだことを生活
や学習にいかそうとしている。 
・数の平方根を活用した問題解決の
過程をふり返って評価・改善しよ
うとしている。 

 

二 

次 

方 

程 

式 

1節 二次方程式 二次方程式とその解き方 ・既に学習した方程式と関連づけ
て，二次方程式の必要性と意味，
その解の意味を理解している。 
・二次方程式の中の文字に数を代入
して，その数が解であるかどうか
を確かめることができる。 
・平方根の意味に基づいた二次方程
式の解き方を理解している。 
・平方根の意味に基づいて，二次方
程式を解くことができる。 

・平方根の意味に基づいて，二次方
程式を解く方法を考察し表現する
ことができる。 

・二次方程式の必要性と意味を考え
ようとしている。 
・平方根の意味に基づいた二次方程
式の解き方を考えようとしてい
る。 

 二次方程式の解の公式  ・解の公式を知り，それを用いて二
次方程式を解くことができる。 

・係数が数で表されている具体的な
二次方程式を解く方法と関連づけ
て，二次方程式 
ax2＋bx＋c＝0の解の公式を導く方
法を考察し表現することができ
る。 

・二次方程式ax2＋bx＋c＝0 の解の
公式を導く方法を考えようとして
いる。 

 二次方程式と因数分解  ・因数分解を使った二次方程式の解
き方を理解している。 
・因数分解を使って二次方程式を解
くことができる。 

・因数分解を使って二次方程式を解
く方法を考察し表現することがで
きる。 

・因数分解を使った二次方程式の解
き方を考えようとしている。 

2節 二次方程式の利用 二次方程式の利用 ・二次方程式を活用して問題を解決
する方法について理解している。 
・事象の中の数量やその関係を二次
方程式で表し，それを解くことが
できる。 

・二次方程式を具体的な場面で活用
することができる。 
・求めた解や解決の方法をふり返っ
て，それらが適切であるかどうか
を考察し表現することができる。 

・二次方程式について学んだことを
生活や学習にいかそうとしてい
る。 
・二次方程式を活用した問題解決の
過程をふり返って評価・改善しよ
うとしている。 

関数 

y＝ax2 

1節 関数とグラフ 関数 y＝ax2 ・関数y＝ax2の意味を理解してい
る。 
・２乗に比例することの意味を理解
している。 
・関数y＝ax2の関係を式に表すこと
ができる。 
・関数y＝ax2の関係を表す式に数を

・具体的な事象の中にある２つの数
量の関係を，変化や対応の様子に
着目して調べ，関数y＝ax2として
捉えられる２つの数量を見いだす
ことができる。 

・具体的な事象の中から関数y＝ax2
として捉えられる２つの数量を見
いだしたり，その関係を式に表し
たりしようとしている。 
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１ 

 

代入し，対応する値を求めること
ができる。 

 

 関数 y＝ax2 のグラフ  ・関数y＝ax2のグラフの特徴を理解
している。 
・関数y＝ax2の関係をグラフに表す
ことができる。 
・放物線，放物線の軸，放物線の頂
点の意味を理解している。 

・関数y＝ax2のグラフの特徴を，表
や式と関連づけて考察し表現する
ことができる。 

・関数y＝ax2のグラフの特徴を，表
や式と関連づけるなどして調べよ
うとしている。 

2節 関数y＝ax2の値の
変化 

関数 y＝ax2 の値の増減と変域 ・関数y＝ax2について，グラフをも
とにして，xの値が変化するときの
yの値の増減の様子を理解してい
る。 
・関数y＝ax2について，xの変域が与
えられたときのyの変域を求めるこ
とができる。 

・関数y＝ax2のxの値が変化するとき
のyの値の増減の様子を，既習の関
数と関連づけて考察し表現するこ
とができる。 
・関数y＝ax2について，xの変域に制
限があるときのyの変域を求める方
法を，グラフと関連づけて考察し
表現することができる。 

・関数y＝ax2のxの値が変化するとき
のyの値の増減の様子を，既習の関
数と関連づけて考えようとしてい
る。 
・関数y＝ax2について，xの変域に制
限があるときのyの変域を求める方
法を，グラフと関連づけて考えよ
うとしている。 

 関数 y＝ax2 の変化の割合 ・関数y＝ax2の変化の割合を求める
ことができる。 
・平均の速さについて理解してい
る。 

・関数y＝ax2の変化の割合と関連づ
けて，平均の速さの求め方を考察
し表現することができる。 
・関数y＝ax2のグラフや既習の関数
と関連づけて，関数y＝ax2の特徴
を考察し表現することができる。 

・関数y＝ax2のグラフや既習の関数
と関連づけて，関数y＝ax2の特徴
を考えようとしている。 

 

 関数 y＝ax2 の利用 ・具体的な事象の中には関数y＝ax2
として捉えられるものがあること
を理解している。 
・関数y＝ax2を活用して問題を解決
する方法について理解している。 
・関数y＝ax2の関係を表，式，グラ
フを用いて表し，問題を処理する
ことができる。 

・具体的な事象から取り出した２つ
の数量の関係が関数y＝ax2である
かどうかを判断し，その変化や対
応の特徴を捉え，説明することが
できる。 
・具体的な事象の中から取り出した
２つの数量の関係を，理想化した
り単純化したりして関数y＝ax2と
みなし，変化や対応の様子を調べ
たり，予測したりすることができ
る。 

・関数y＝ax2について学んだことを
生活や学習にいかそうとしてい
る。 
・関数y＝ax2を活用した問題解決の
過程をふり返って評価・改善しよ
うとしている。 

3節 いろいろな事象と関
数 

いろいろな関数 ・具体的な事象の中から見いだした
関数関係には，既習の比例，反比
例，一次関数，関数y＝ax2とは異
なるものがあることを理解してい
る。 
・具体的な事象の中から見いだした
関数関係を，表やグラフなどで表
すことができる。 

・具体的な事象の中から見いだした
関数関係を表やグラフを用いて変
化や対応の様子を調べ，その特徴
を考察し表現することができる。 

・具体的な事象を関数関係として捉
えたり，その事象の考察に生かし
たりしようとしている。 

 

 

 

図 

形 

と 

1節 図形と相似 相似な図形 ・相似な２つの図形の辺や角の関係
を記号を用いて表したり，その意
味を読み取ったりすることができ
る。 
・図形の相似の意味と相似な図形の
性質を理解している。 
・相似な図形の対応する辺の長さや
角の大きさを求めることができ
る。 

・相似な図形の性質を見いだすこと
ができる。 

・相似な図形の性質を見いだそうと
している。 

  三角形の相似条件 ・三角形の相似条件の意味を理解し
ている。 

・三角形の合同条件をもとにして，
三角形の相似条件を見いだすこと
ができる。 
・三角形の相似条件を用いて，２つ
の三角形が相似であるかどうかを
考察し表現することができる。 

・三角形の相似条件を見いだそうと
している。 
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相 

似 

  三角形の相似条件と証明 ・三角形の相似条件を用いた証明の
方法について理解している。 

・見いだした図形の性質などを，三
角形の相似条件を用いて証明する
ことができる。 

・三角形の相似条件を用いて，図形
の性質を証明しようとしている。 

2節 平行線と線分の比 平行線と線分の比 ・平行線と線分の比についての性質
を理解している。 
・平行線と線分の比についての性質
を記号を用いて表したり，その意
味を読み取ったりすることができ
る。 
・平行線と線分の比についての性質
を用いて，線分の長さなどを求め
ることができる。 
・平行線にはさまれた線分の比につ
いての性質を用いて，線分の長さ
などを求めることができる。 
・平行線と線分の比についての性質
の逆が成り立つことを理解してい
る。 
・１点を中心として図形を拡大また
は縮小して，相似な図形をかくこ
とができる。 

・平行線と線分の比についての性質
を見いだし，それらを証明するこ
とができる。 
・平行線と線分の比についての性質
を用いて，新たな図形の性質を見
いだし，証明することができる。 
・平行線と線分の比についての性質
の逆が成り立つことを見いだし，
証明することができる。 
・１点を中心として図形を拡大また
は縮小して，相似な図形をかく方
法を考察し表現することができ
る。 

・平行線と線分の比についての性質
を証明しようとしている。 
・平行線と線分の比についての性質
を用いて，図形の性質を証明しよ
うとしている。 
・１点を中心として図形を拡大また
は縮小して，相似な図形をかくこ
とについて考えようとしている。 

 中点連結定理 ・中点連結定理を理解している。 
・中点連結定理を用いて，線分の長
さなどを求めることができる。 

・平行線と線分の比についての性質
をもとにして，三角形の２辺の中
点を結んだ線分のもつ性質につい
て考察し表現することができる。 
・中点連結定理を用いて，図形の性
質を証明することができる。 

・中点連結定理を用いて，図形の性
質を証明しようとしている。 

3節 相似な図形の計量 相似な図形の面積 ・相似な図形の相似比と面積の比の
関係について理解している。 
・図形の面積を，相似比と面積の比
の関係を用いて，求めることがで
きる。 

・相似な図形の相似比と面積の比を
調べ，文字式を用いるなどしてそ
れらの関係について考察し表現す
ることができる。 

・相似な図形の相似比と面積の比の
関係について考えようとしてい
る。 

 相似な立体の表面積・体積 ・相似な立体の相似比と表面積の
比，体積の比の関係について理解
している。 
・立体の表面積や体積を，相似比と
表面積の比，体積の比の関係を用
いて求めることができる。 

・相似な立体の相似比と表面積の
比，体積の比を調べ，文字式を用
いるなどしてそれらの関係につい
て考察し表現することができる。 

・相似な立体の相似比と表面積の
比，体積の比の関係について考え
ようとしている。 

4節 相似の利用 相似の利用 ・具体的な場面で，相似な図形の性
質を活用して，問題を解決する方
法について理解している。 
・図形の辺の比の関係を求めたり，
直接測定できない高さや距離など
を縮図をかいて求めたりすること
ができる。 

・相似な図形の性質を具体的な場面
で活用することができる。 
・与えられた図形の中の相似な三角
形に着目するなどして，線分の比
を見いだしたり，位置関係を捉え
たりすることができる。 

・相似な図形の性質について学んだ
ことを生活や学習にいかそうとし
ている。 
・図形の相似を活用した問題解決の
過程をふり返って評価・改善しよ
うとしている。 

 

円 

の 

性 

質 

1節 円周角と中心角 
円周角と中心角 

・円周角と中心角の関係や，同じ弧
に対する円周角の性質などを記号
を用いて表したり，その意味を読
み取ったりすることができる。 
・円周角と中心角の関係を用いて，
角の大きさを求めることができ
る。 

・円周角と中心角の関係や，同じ弧
に対する円周角の性質を見いだす
ことができる。 
・円周角と中心角の関係の証明を読
み，どのような図形の性質が用い
られているのかについて考察し表
現することができる。 

・円周角と中心角の関係や性質を見
いだしたり，その証明にどのよう
な図形の性質が用いられているの
かを考えたりしようとしている。 

 
円周角の定理の逆 

・円周角の定理の逆の意味を理解し
ている。 
・円周角の定理の逆を記号を用いて
表したり，その意味を読み取った
りすることができる。 

・円周角の定理の逆をもとに，異な
るいくつかの点が同じ円周上にあ
るかどうかを確かめ表現すること
ができる。 

・円周角の定理の逆をもとに，異な
るいくつかの点が同じ円周上にあ
るかどうかを確かめようとしてい
る。 
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2節 円の性質の利用 
円の性質の利用 

・具体的な場面で，円の性質を活用
して，問題を解決する方法につい
て理解している。 
・円外にある1点から円に接線をひく
作図の方法や，円周角の定理を用
いて図形の性質を証明する方法を
理解している。 
・円外にある1点から円に接線をひく
作図をすることができる。 

・円周角と中心角の関係を具体的な
場面で活用することができる。 
・円の性質を使って，円の接線を作
図する方法を考察し表現すること
ができる。 
・見いだした図形の性質を円周角の
定理を用いて証明することができ
る。 

・円周角と中心角の関係について学
んだことを生活や学習にいかそう
としている。 
・円周角と中心角の関係を活用した
問題解決の過程をふり返って評価
・改善しようとしている。 

三 

平 

方 

の 

定 

理 

1節 直角三角形の３辺
の関係 三平方の定理 

・三平方の定理，三平方の定理の逆
の意味を理解している。 
・三平方の定理，三平方の定理の逆
を記号を用いて表したり，その意
味を読み取ったりすることができ
る。 
・三平方の定理を用いて，直角三角
形の辺の長さなどを求めることが
できる。 
・三平方の定理の逆を用いて，ある
三角形が直角三角形であるかどう
かを見分けることができる。 

・直角三角形の３辺の長さの間に成
り立つ関係に着目し，三平方の定
理を見いだすことができる。 
・三平方の定理の証明を読み，どの
ような図形の性質や面積の関係が
用いられているのかを考察し表現
することができる。 

・直角三角形の３辺の長さの間に成
り立つ関係を見いだしたり，その
証明にどのような図形の性質や面
積の関係が用いられているのかを
考えたりしようとしている。 

2節 三平方の定理の利
用 三平方の定理の利用 

・具体的な場面で，三平方の定理を
活用して，問題を解決する方法に
ついて理解している。 
・平面図形や空間図形の計量をした
り，直角をつくったりするなど，
三平方の定理やその逆が用いられ
る場面を理解している。 
・平面や空間における線分の長さや
面積・体積などを求めることがで
きる。 

・三平方の定理を具体的な場面で活
用することができる。 
・平面や空間における線分の長さや
面積・体積などを求める方法を考
察し表現することができる。 

・三平方の定理について学んだこと
を生活や学習にいかそうとしてい
る。 
・三平方の定理を活用した問題解決
の過程をふり返って評価・改善し
ようとしている。 

標本調

査とデ

ータの

活用 

1節 標本調査 標本調査の方法 ・標本調査や全数調査の必要性と意
味を理解している。 
・コンピュータなどの情報手段を用
いるなどして無作為に標本を取り
出し，整理することができる。 

・標本調査の方法や結果を批判的に
考察し表現することができる。 

・標本調査の必要性と意味を考えよ
うとしている。 

 母集団と標本の関係 ・母集団と標本の関係を理解してい
る。 

・標本の大きさが異なる場合の標本
の平均値の違いによる標本の性質
を箱ひげ図を用いて比較するな
ど，標本と母集団の関係について
考察し表現することができる。 

・母集団と標本の関係を考えようと
している。 

 データを活用して，問題を解決しよ
う 

・標本調査を活用して問題を解決す
る方法について理解している。 
・標本調査の結果から求められる割
合をもとにして，母集団の傾向を
推定することができる。  

・標本調査の方法や結果を批判的に
考察し判断することができる。 
・簡単な場合について標本調査を行
い，母集団の傾向を推定し判断す
ることができる。 

・標本調査について学んだことを生
活や学習にいかそうとしている。 
・標本調査を活用した問題解決の過
程をふり返って評価・改善しよう
としたり，多様な考えを認め，よ
りよく問題解決しようとしたりし
ている。 

 

 


